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令和６年度第４回山口県日本海海区漁業調整委員会議事録 

【委員会】 

１ 開 催 日 時   令和７年３月２１日（金） 午後１時２２分～ 

２ 開 催 場 所   山口県庁１０階 漁業調整委員会室 

３ 招 集 者   山口県日本海海区漁業調整委員会会長 濵本 幾男 

４ 開催通知を   令和７年３月１２日（水） 

発した日  

５ 通知した項目 

（１）議題 

第１号議案 新規の許可又は起業の認可及び許可の有効期間について（諮問） 

第２号議案 山口県資源管理方針の一部改正について（諮問） 

第３号議案 特定水産資源（くろまぐろ(小型魚)、くろまぐろ(大型魚)、するめいか） 

に関する令和７管理年度における知事管理漁獲可能量について（諮問） 

 

（２）その他（報告事項） 

報告事項ア 漁業法第９０条第２項に基づく資源管理の状況等の報告について 

   報告事項イ 第２２期第５回響灘連合海区漁業調整委員会の結果について 

   報告事項ウ 第５８回島根･山口連合海区漁業調整委員会の結果について  

   報告事項エ 第４５回日本海･九州西広域漁業調整委員会の結果について 

   報告事項オ 付帯決議に基づく知事管理漁獲可能量の変更について（さば類） 

６ 出 席 者   

（委員：１４名） 

濵本 幾男、中島 均、森澄 一實、近本 佐知子、吉村 正義、藤田 昭夫、

若林 敏江、南野 市治、仁保 宣誠、西島 正明、久原 隆義、佃 幸治、水

津 克紀、濱谷 正 

（県及び事務局） 

 水産振興課    

漁業調整取締班 

 

 

生産振興班 

 

 下関水産振興局  

 萩・長門農林水産事務所 

 事務局 

 

 

主査   吉中 強 

主査   枝廣 直樹 

技師   大谷 拓也 

主査   吉田 剛 

主任   國森 拓也 

主査   神尾 豊 

主査   松永 善文 

事務局長 向井 秀 
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書記   中元 佑香 

７ 傍聴人    なし 

８ 付議事項及び審議結果 

（1） 議題 

第１号議案 新規の許可又は起業の認可及び許可の有効期間について（諮問） 

【審議結果】 

   原案どおりで異議はない旨、知事に答申することを決定した。 

第２号議案 山口県資源管理方針の一部改正について（諮問） 

【審議結果】 

   原案どおりで異議はない旨、知事に答申することを決定した。 

第３号議案 特定水産資源（くろまぐろ(小型魚)、くろまぐろ(大型魚)、するめい

か）に関する令和７管理年度における知事管理漁獲可能量について（諮問） 

【審議結果】 

   原案どおりで異議はない旨、知事に答申することを決定した。 

 

（2） 報告事項 

ア 漁業法第 90 条第２項に基づく資源管理の状況等の報告について 

  水産振興課から報告を受けた。 

   イ 第２２期第５回響灘連合海区漁業調整委員会の結果について 

     事務局から報告を受けた。 

ウ 第５８回島根･山口連合海区漁業調整委員会の結果について  

     事務局から報告を受けた。    

エ 第４５回日本海･九州西広域漁業調整委員会の結果について 

  水産振興課から報告を受けた。 

オ 付帯決議に基づく知事管理漁獲可能量の変更について（さば類） 

     水産振興課から報告を受けた。 

 

９ 審議の概要 

 向井事務局長 

 

 

 

 

 

 

定刻前ですが、本日出席予定の方全員お集まりですので、ただ今か

ら令和６年度第４回山口県日本海海区漁業調整委員会を開催します。 

本日は委員定数１５名のうち、１４名の委員にご出席をいただいて

おりますので、漁業法第１４５条の規定により委員会が成立しており

ますことを報告します。 

議事に入ります前に、濵本会長からご挨拶をお願いします。 
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濵本会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

向井事務局長 

 

 

 

 

 

濵本会長 

 

 

濵本会長 

 

 

中元書記 

 

 

 

 

 

大谷技師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はい、どうも、こんにちは。 

年度末でご多忙の折、委員の皆様にはご参集いただきましてありが

とうございます。 

本日は今年度４回目の委員会ということで、次第のとおり議事が予

定されておりますので、慎重な審議をお願いいたします。 

円滑な議事進行にもご協力をお願いいたしまして、はなはだ簡単で

すが、あいさつに代えさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

  

ありがとうございました。 

それでは議事に入りたいと思いますが、当海区漁業調整委員会の議

長は、同委員会運営規程４条２項の規定に基づきまして「会議の議長

は、会長をもって充てる」こととなっておりますので、以降の進行は

濵本会長にお願い致します。 

 

 議事に先立ち、まずは議事録署名人を指名いたします。 

 今回は西島委員さん、仁保委員さんにお願いします。 

 

 それでは第１号議案「新規の許可又は起業の認可及び許可の有効期

間について」事務局から説明をお願いします。 

 

 はい、事務局長の中元です。お手元の資料の１ページをお開きくだ

さい。 

令和７年３月１２日付けで山口県知事から当海区会長宛に諮問がな

されています。 

説明は水産振興課からお願いします。 

 

 水産振興課の大谷です。座って説明させていただきます。 

資料の２ページ、３ページをお開きください。 

新規の許可をするときは、制限措置を定めて公示しなければならな

いとされております。 

本日は、県内の許可４件についてご審議をいただきたいと思います。 

まず、制限措置について、整理番号１番、小型機船底びき網手繰第

２種えびこぎ網についてご説明します。 

こちらは仙崎支店より要望が上がってきているものになります。 

許可又は起業の認可をすべき船舶の数が１隻、船舶の総トン数は５

トン未満、推進機関の馬力数は４８キロワット以下、１５馬力以下、

操業区域は後ほど説明いたします。 

漁業時期は１月１日から１２月３１日まで、漁業を営む者の資格は、

山口県の日本海側に漁業根拠地を有する者のうち、小型機船底びき網
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手繰第一種（山口県外海を操業区域とする小手繰網）及び小型機船底

びき網手繰第２種（下関許容海域、油谷湾許容海域及び萩湾許容海域

を操業区域とするえびこぎ網）の許可を有しない者となっております。 

続いて、整理番号２番、小型機船底びき網手繰第３種なまこ桁網に

ついてご説明します。 

こちらも仙崎支店より要望が上がってきているものになります。 

許可又は起業の認可をすべき船舶の数は 1 隻、船舶の総トン数３ト

ン未満、推進機関の馬力数は４８キロワット以下、１５馬力以下、た

だし、電気点火機関にあっては３０キロワット、１５馬力以下となっ

ております。 

漁業時期については、１１月１日から翌年３月３１日までとしてお

ります。 

漁業を営む者の資格として、山口県長門市に漁業根拠地を有する者

のうち、関係する共同漁業権者の同意を得た者となっております。 

続いて、３ページの方に移ります。整理番号３番、すずき建網につ

いてです。 

こちらも仙崎支店より要望が上がってきているものになります。 

許可または起業の認可をすべき船舶の数は１隻、船舶の総トン数は

定めなし、推進機関の馬力数も定めなし、操業区域は後ほど説明しま

す。 

漁業時期は１月１日から１２月３１日まで、漁業を営む者の資格と

して、山口県長門市に漁業根拠地を有する者のうち、関係する共同権

者の同意を得た者となっております。 

続いて、整理番号４番沖建網についてご説明します。 

こちらは立石支店より要望が上がってきているものになります。 

許可又は起業の認可をすべき船舶の数は１隻、船舶の総トン数は定

めなし、推進機関の馬力数定めなし、操業区域は山口県外海、ただし、

第２種共同漁業権設定区域を除く、漁業時期は１月１日から１２月 

３１日まで、漁業を営む者の資格は、山口県の日本海側に漁業根拠地

を有する者としております。 

続いて２番、許可又は起業の認可を申請すべき期間として、令和７

年３月２４日から令和７年４月２３日までの 1カ月としております。 

許可の有効期間としては、許可の有効期間の末日は既存同許可の有

効期間の末日と同日とすることとしております。 

続いて、資料の４ページをお開きください。こちらからは、別記と

いうことで、操業区域を文章で載せております。 

続いて、資料６ページをお開きください。これ以降は、操業区域の

参考図を載せております。 

次に、資料の７ページをお開きください。７ページから、それぞれ

許可の条件を載せております。 



- 5 - 

 

 

 

 

濵本会長 

 

 

 

濵本会長 

 

 

 

 

濵本会長 

 

 

 

 

中元書記 

 

 

 

 

 

吉田主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後ほどご覧いただければと思います。説明は以上です。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

ただ今説明がありましたが、どなたかご意見、ご質問はありますか。 

 

--------------------------質問等なし。---------------------- 

 

ご意見等がなければ、第１号議案について「特に異議はない旨の答

申をする」こととしてよろしいでしょうか。 

 

--------------------------異議なしの声---------------------- 

 

異議なしと認めます。 

第１号議案については「特に異議はない」と回答することとします。 

続いて、第２号議案「山口県資源管理方針の一部改正について」事

務局から説明をお願いします。 

 

 はい、事務局書記の中元です。お手元の資料１１ページをお開きく

ださい。 

 令和７年３月１０日付で山口県知事から当海区会長宛に諮問がされ

ています。 

 説明は水産振興課からお願いします。 

 

水産振興課生産振興班の吉田と申します。それでは、資料１１ペー

ジ以降、第２号議案について説明をさせていただきます。 

資料１１ページにあります通り、この度、山口県資源管理方針の一

部改正ということで、法の規定に基づきまして諮問をさせていただく

ものです。 

具体的には、１２ページ以降の説明資料で説明させていただきます。 

資料１２ページのですね、下の図にあります通り、県の資源管理方

針についてちょっと簡単に説明させていただきますと、資料１２ペー

ジの下の図でございますけども、基本的には、今、改正漁業法に基づ

いて、資源管理の方法については、漁獲量の管理を基本とするという

ことで、いわゆる漁獲可能量、ＴＡＣが国の方から大臣管理区分とな

る大中型まき網とか、関係都道府県の方に国が定めた漁獲可能量が通

知されるという、ＴＡＣ魚種の場合はそういう風な流れになっており

まして、県の資源管理方針においては、国から割当てられた漁獲可能

量、ＴＡＣを県内の関係漁業種類にどのように配分するか、その配分

基準等を定めたものということで、関係都道府県の地域の実情に応じ

た資源管理を行うための方針を定めたものでございます。 
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くろまぐろについては小型魚と大型魚に区分して管理しているわけ

でございますけども、今回、くろまぐろの小型魚に関する県内漁業種

類の配分基準を変更するということと合わせてですね、くろまぐろに

ついては、国際機関、ＷＣＰＦＣにおいて色々資源管理の方針が定め

られて、それについて関係国が資源管理を行う形になってございます

けども、その中で、０歳魚の小型魚ですね、できるだけ漁獲を増やさ

ないように努めるという努力目標が設定されたことから、それを担保

するための措置を関係都道府県の方針に追加するということで、この

２点ほど、変更がございますので、この度諮問をさせていただくとい

うことでございます。 

それでは、１２ページの概要から説明させていただきます。 

ご承知の通り令和７年管理年度からくろまぐろの漁獲枠については

小型魚が１０パーセント、大型魚が５０パーセント増えたということ

で、近年ですね、海の中にくろまぐろがいるんだけども漁獲枠に制限

がかかって獲れないというような状況があり、様々な調整が発生した

ところですけども、そういった資源状況に応じてですね、来年度から

日本国における小型魚枠、大型魚枠は増えたという状況でございます。 

それに基づいてですね、国の方からＴＡＣが関係管理区分、大臣許

可漁業なり、都道府県に配分するということですけども、その配分基

準も変更になったというところでございます。 

それを受けまして、くろまぐろについては県内で山口県太平洋クロ

マグロ資源管理協議会を立ち上げて、関係者の方々で資源管理の内容

を協議していただいているところですけども、その中で、配分方法、

関係漁業種類へどのように配分して行くかっていう配分基準も変更に

なりました。 

具体的には国からのＴＡＣ配分については、４月当初から操業をす

るための漁獲枠として、当初配分とですね、追加配分として、一応国

際的なルールの中で漁獲枠を消化しきれなかったものは一部繰り越し

化することができるというような規定がございまして、日本国におい

ても関係都道府県、大臣管理区分において余剰ができた部分はですね、

翌年度に国のルールに基づいて追加配分という形のものが行われるん

ですが、それが大体５月頃に行われるわけですけども、その配分基準

については、従前は平成２５年から２７年の漁獲実績割りという形で

配分されたものを、直近の漁業種類ごとの漁獲高に応じて配分すると

いうことになりましたので、その規定を変更するというものでござい

ます。 

資料は飛びますが、資料の１４ページ、１５ページをご覧ください。 

具体的な書きぶりについては１５ページの左、新旧対照表の新のと

ころに但し書きとして追加したものでございますけども、当初配分に

ついては前段の残り、平成２５年から２７年までの漁獲実績を基本と
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した割合で配分というところですけども、但し書きを追加して、追加

配分についてはというところで新たに規定を設けたというものでござ

います。 

すいません、もう一度資料の１３ページの方をご覧ください。 

１３ページの２番でございますけども、こういう形で県の方針にお

けるくろまぐろの規定を変更したというものでございますけども、本

来であれば追加配分の規定については、今、表にあります通り、直近

の漁獲実績割に基づき配分すると定めても良いのですが、今現在です

ね、ご承知の通り、くろまぐろの資源管理については、山口県太平洋

クロマグロ資源管理協議会において県内の関係漁業者の方々にご参集

していただいた上で実質的なくろまぐろ資源管理の意思決定を行って

いただいているというところで、後ほど、ちょっとまた第３号議案の

方で、協議させていただきますけども、このあらかじめ山口県日本海

海区漁業調整委員会の意見を聞き定めた方法っていう形を、この資源

管理協議会、山口県大平洋クロマグロ資源管理協議会の決定事項を採

用するというような形で、いわゆるその協議会で定められたものを迅

速に適用するという趣旨で、追加配分の規定についてはこういう書き

ぶりにさせていただいてるというものでございます。 

続いて、３番目でございますけども、ＷＣＰＦＣ合意事項による０

歳魚の漁獲削減の努力義務というところで、くろまぐろの資源管理の

大きな流れとしましては、小さいくろまぐろの漁獲を抑えればくろま

ぐろが増えやすいというような方針がこの国際機関の方で出されてい

るところでございまして、この度ですね、その国際機関の中で、０歳

魚ですね、小型魚のうちでも０歳魚、いわゆるヨコワのですね、漁獲

努力量、２キロ未満のくろまぐろ、ヨコワの漁獲努力量をできるだけ

抑えるという合意がされたので、この度、その努力義務を担保するた

めに、資料の１５ページにまた戻っていただいて、第４の方に令和６

管理年度、今の管理年度の水準から増加させないように努めるという

ような文言を追加させていただいているところでございます。 

関係者の皆様にはご承知のところだと思いますけども、来管理年度

からですね、いわゆる小型魚を取り控えて大型魚を獲るというような

措置、いわゆる振替措置というものが国際機関の中のルールで本格的

な運用がされるというところでございます。 

具体的にはですね、いわゆる小型魚の枠を大型魚に振り替えた場合

はですね、等量で振り替えるのではなくて、１．４７倍して振り替え

ることができるという措置が設けられて、本県でもかなり来管理年度

から小型魚枠を大型魚枠に振り替えるというような措置が取られる予

定になっておりますので、自然体で操業していただければ、この努力

規定を十分に達成できるというふうに県としては考えているところで

ございます。 
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中元書記 

以上、この度、くろまぐろの資源管理について大きな動きがありま

して、県の資源管理方針の内容を２点ほど変更することが生じました

ので、この度、諮問させていただきました。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

ただ今、説明がありましたが、どなたかご意見、ご質問はあります

か。 

 

ちょっと１点いいですか。 

０歳魚ってかなり小さいんだけど、漁獲実績はどれぐらい今あるか

わかります。 

 

小型魚全体の漁獲実績っていう面ではしっかり管理しているのです

けれども、サイズごとの、さらに細分したものっていうのは、ちょっ

と今確認できないところですけども、基本的には、ヨコワは概ねその

ぐらいのサイズ感という風に考えています。今年度はですね、ちょっ

と大きなサイズが獲れているという話ですけども。 

 

今年度、今現在３０キロ未満の枠は、ほぼ消化しそうですか。 

小型魚はほぼ１００パーセント近いですか。大型魚はまだ残ってい

ますか。 

 

そうですね、大型魚は消化率があまり進んでいなくて、半分程度と

いう、細かい数字を今ちょっと持ち合わせてないんですけども、半分

程度という状況です。 

 

分かりました。 

 

他にご意見等がなければ、第２号議案について「特に異議はない旨

の答申をする」こととしてよろしいでしょうか。 

 

-------------------------異議なしの声----------------------- 

 

異議なしと認めます。 

第２号議案については「特に異議はない」と回答することとします。 

続いて、第３号議案 「特定水産資源 （くろまぐろ、するめいか）

に関する令和７管理年度における知事管理漁獲可能量について」 

事務局から説明をお願いします。 

 

はい、事務局書記の中元です。お手元の資料の１６ページを開いて
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ください。 

令和７年３月１０日付で山口県知事から当海区会長宛に諮問がされ

ています。 

説明は水産振興課からお願いします。 

 

引き続き、第３号議案についても水産振興課生産振興班の吉田から

説明させていただきます。 

座って説明させていただきます。資料の１６ページをお開きくださ

い。 

特定水産資源、いわゆるＴＡＣ魚種に関する令和７管理年度におけ

る知事管理漁獲量ということで、この度、資料の１７ページ、１８ペ

ージにあります通り、魚種ごとにＴＡＣ魚種の管理年度の開始期間と

いうのはまちまちですけども、くろまぐろとするめいかにつきまして

は、毎年４月からですね、管理年度が始まるということでございます。 

ですので、この度、１７ページ、１８ページにありますくろまぐろ

の大型、小型とするめいかの配分、国から配分されたものを山口県の

資源管理方針に基づいて、関係漁業種類に配分をしないといけないこ

とになってございますので、その内容について諮問をさせていただく

というものでございます。 

資料の２０ページをお開きください。 

資料２０ページの上の図、先ほどの２号議案と同じ図でございます

けども、この度国の方から山口県に対する漁獲可能量、ＴＡＣの配分

がありました。 

で、法律に基づいてその配分があった場合は、県の資源管理方針の

配分基準に基づいて関係管理区分、関係漁業種類に配分を、量を定め

るということになってございますので、この度諮問させてもらったと

いうことでございます。 

それでは魚種ごとに、配分基準と配分数量について説明をさせてい

ただきます。 

資料の２１ページでございますけども、まず、くろまぐろの小型魚

については配分基準として定置漁業とその他に分かれておりまして、

それぞれの配分基準が①、②という風になってございます。 

先ほど配分基準については説明させていただきました通り、当初配

分については平成２５年から２７年の漁獲実績、具体的には定置漁業

については１７パーセント程度で、承認制、その他漁業については  

８３パーセント程度という形になってございますので、その配分基準

に基づいて山口県に割り当てられた１３８．６トンから０．１トンの

留保額を差し引いて配分するというものでございます。 

それに基づいて配分すると、定置網については２３．４トンで、そ

の他漁業については１１５トンというものでございます。 
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続いてくろまぐろの大型魚でございますけども、くろまぐろの大型

魚については、県の資源管理基本方針の中では管理区分を設けずに一

本での取扱いになってございますので、県に割当てられた５６．３ト

ンのうち留保枠０．１トンを除いた５６．２トンをですね、山口県く

ろまぐろ大型漁業に配分するというものでございます。 

で、２２ページを開きください。するめいかについてはですね、現

行水準という形で、山口県におけるするめいかの全国的な漁獲実績の

シェアの順位が全体の８割の中に入らない、いわゆる全国の中では山

口県はするめいかをあまり獲ってないというような位置付けでござい

まして、そういった魚種については現行水準という形で目安数量を示

して管理するという風な形になってございますので、配分された現行

水準に基づいて、県内の配分は現行水準でございます。 

すいません、ちょっと資料の訂正をお願いします。 

現行水準の目安数量１１０トンって書いておりますけども、これ 

５０トンの誤りでございます。 

すいません、訂正いたします、５０トン未満っていうことで。 

で、以上が令和７年管理度の４月から始まるくろまぐろ大型魚、小

型魚とするめいかに関する知事管理区分の配分数量の内容の説明でご

ざいます。 

後ですね、もう 1点、附帯決議でございます。２点ほどございます。 

で、１点目がくろまぐろに限らずあじ、さば等についても同様に管

理年度前に付帯決議として協議させていただいているところでござい

ますけども、管理年度途中に山口県の漁獲枠が国の追加配分等で増え

た場合においても手続き中にその漁獲枠が逼迫するという可能性があ

りますので、来管理年度につきましても山口県の漁獲枠が増えた場合

については、事後報告という形を取らさせていただきたいなと思って

おります。 

で、２点目として２３ページの②でございますけども、先ほどもち

ょっと触れさせていただきましたけども、別紙の１―３くろまぐろの

小型魚の配分基準につきましては、その配分基準の規定として、あら

かじめ海区漁業調整委員会の意見を聞いて定めた方法によって配分す

るというような書きぶりがございます。 

県の方針では、先ほど説明させていただきましたけども、当初配分

のみ平成２５年から平成２７年の漁獲実績に基づいて配分すると定め

ておりまして、その他の追加配分等があった場合はあらかじめ海区漁

業調整委員会に意見を聞いて定めた方法という形にさせていただいて

おります。 

山口県内のくろまぐろの資源管理を行う上での意思決定が山口県太

平洋クロマグロ資源管理協議会で行われておりまして、その中で状況

に応じて審議していただいて、その都度様々なくろまぐろの資源管理
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吉田主査 

 

 

 

 

 

中島副会長 

 

 

吉田主査 

 

中島副会長 

 

 

 

 

に関する内容を意思決定していただいてるということでございますの

で、この「あらかじめ海区漁業調整委員会の意見を聞いて定めた方法」

については、山口県太平洋クロマグロ資源管理協議会で決定された内

容とすることについて了承いただきたいというものでございます。 

説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

 

ただ今、説明がありましたが、どなたかご意見、ご質問はあります

か。 

 

ちょっといいですか。これ、２４ページの内容は今の説明の中に含

まれるんですか。 

また、別に今から説明があるのですか。 

 

その記事の内容と直接的には関係しないので、ちょっとすいません、

割愛させていただきました。 

 

追って説明があるのですか。いや、ここのこと聞きたいんだけど、

今の段階で聞いていいのかどうか。 

今説明があった中で、２４ページに、小型魚から大型魚への転換と

いうことで、これは、だから、今作る最初の資源管理計画の中には反

映されてないということですか。 

で、４月になったらこういうことをやりますよという理解でいいん

ですかね。 

 

そうですね。だから、今時点の配分としては今申し上げた小型魚  

１３８．６トン、大型魚５６．３トンという形ですけども、同時並行

で、今、国からの要望調査に基づいて回答してる内容がこの内容とい

うことです。 

４月以降にこの内容に変更される予定です。 

 

ということは、それをまた追ってこの委員会で報告しますよという

ことですね。 

 

報告させていただきます。 

 

それで、参考までに聞いておきたいのですが、１３８．６トンの定

置漁業とその他の漁業の配分は先程の説明で分かりました。 

で、今度は変更後の１０３．２トンになる場合、これの割合はどう

なるんですか。 
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すいません、ちょっとこちらには書いておりませんけども、基本的

には、定置のですね小型魚を振り替えるのは０で、全て承認制の漁業

の方々が、この梅雨の時期にですね、大型魚を漁獲したいということ

で振り替えたということなので、この振り替えは全量その他漁業、承

認制漁業という内容でございます。 

 

だから、大型魚への振替分は承認制漁業になると。 

で、小型魚について定置漁業の漁獲可能量は今までと変わりません

よと、３月から４月になってもということですね。 

その他漁業が減少しますよということですね。 

 

そうですね、 

 

いいですか。 

 

私はいいけど、皆さんはどうですかご理解されていますか。 

 

どんなかと言われても---。 

漁師も角島に限っての話ですけど、大型魚にシフトして獲ろうとい

う傾向は角島には出て来ています。 

縄をやって獲るということにシフトしていますが、５、６年前ぐら

いからこの角島沖の方に大型魚がジャンプして、１００キロ、２００

キロが獲れだしてその辺りから考え方が変わってきたから私もなんと

も言えんけど、本当に良い具合に行けばよいのだけれど。 

回遊魚だからちょっと分らないところがあります。何とも言えない

ところです。 

角島の漁師に関しては、大型魚にシフトする考えです。 

 

他にご意見等がなければ、第３号議案について「特に異議はない旨

の答申をする」こととしてよろしいでしょうか。 

 

--------------------------異議なしの声---------------------- 

 

異議なしと認めます。 

第３号議案については「特に異議はない」と回答することとします。 

本日の議案は以上となります。 

続いて、報告事項に移ります。 

報告事項ア「漁業法第９０条第２項に基づく資源管理の状況等の報

告について」水産振興課より報告をお願いします。 
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水産振興課の吉中です。座って説明させていただきます。 

お手元の資料の２９ページをご覧ください。 

漁業法第９０条第２項に基づく資源管理の状況等の報告についてと

いうことで、この資源管理の状況等の報告につきまして、漁業権の内

容たる漁業について、資源管理の状況等についてですね、免許を受け

た者から年に 1 回、知事の方に報告をしてもらう形になっております。 

この報告を受けて、県の方で、漁業権が適切かつ有効に活用されて

いるかどうか、その辺の判断資料として利用をさしていただいて、県

知事の意見を付して海区漁業調整委員会に報告をさせてもらう形とな

っております。 

２として、作成留意事項ということで、令和３年２月に、こういう

形で報告をしてくださいねという形で通知の方を出しておりまして、

それに基づいて漁協さんの方から報告の方が出てきている形になりま

す。 

３としまして、提出状況ということで、今回についてはですね、令

和５年の状況報告ということで、お手元に、Ａ３の資料でまとめたも

のを添付しておりまして、これ色々説明すると長くなりますんで、ま

たご覧いただけたらと思います。 

３０ページをお開きください。 

３０ページが県知事からの意見という形で書かしてもらっておりま

す。 

提出された報告につきましては、一部について水揚状況が把握でき

ない漁業権なり、利用が低調なものも見受けられたという状況でござ

います。 

漁協による組合員の水揚げの把握がスムーズに行えるように、令和

５年度の漁業権切替えにおいて行使規則で、組合員から水揚げの報告

をしてくださいという規定を行使規則に盛り込んでおります。 

あと、利用が低調な漁業権について行使者数の減少なり漁業者の高

齢化といったところから操業頻度が低下しているというところもあろ

うかと思いますけど、漁業権によっては行使状況に濃淡があるという

ことで、そういった低調な漁業権につきましては、漁場の入り合いの

促進ということで、これも令和５年度の漁業権切り替えにおきまして、

行使規則で組合員の行使権の資格を柔軟に対応できるような形で措置

をしているところでございます。 

現状において法に基づく指導、勧告の対象となる事例はないという

ふうに考えておりますが、漁業権の利用の実態を把握して適切かつ有

効に活用するというのは、漁業権者の方に課せられた義務というとこ

ろでもありますので、引き続き適切な制度運用を漁協に対して指導し

て行くとともに、今後、法に基づく指導なりの実施の取り扱いについ

てですね、検討させていただきまして、法に基づく指導等の事例が出
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吉中主査 

（書記として

てくれば、また、漁業調整委員会の方に報告の方をさせていただいた

上で、意見もいただいた上で、適切な指導等をして行きたいと考えて

おります。 

以上です。 

 

ただ今説明がありましたが、どなたかご質問はありませんか。 

 

-------------------------質問なし。------------------------ 

 

続いて、報告事項イ「第２２期第５回響灘連合海区漁業調整委員会

の結果について」 

 事務局より報告をお願いします。 

 

引き続き吉中から事務局として説明をさせていただきます。 

お手元の資料の３３ページをご覧ください。第２２期第５回響灘連

調委の結果についてということで、先日、３月１９日に開催されてお

ります。 

北九州市で開催されまして、当海区からは濵本会長、中島副会長、

森澄委員、宇都宮委員に出席していただいております。 

議題及び結果ということで、第１号議案につきましては、山口、福

岡両県いか釣漁業に関する覚書、これの更新についてということで、

有効期間をまた 1 年間として従前の内容で覚書を更新することで了解

されております。 

それと、その他ということで、報告事項で響灘調整にかかる行政間

協議の結果について報告をしています。 

１ページめくっていただきまして３４ページに別紙という形で付け

ておりますけど、この内容で連調委で報告をさせていただいておりま

す。 

説明は以上になります。 

 

ただ今説明がありましたが、どなたかご質問はありませんか。 

 

-------------------------質問なし。------------------------ 

 

続いて、報告事項ウ「第５８回島根･山口連合海区漁業調整委員会の

結果について」 

 事務局より報告をお願いします。 

 

はい、引き続き吉中から説明をさせていただきます。 

資料は３５ページをお開きください。第５８回島根山口連調委の結
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果についてということで、２月１８日に浜田市で連調委が開催されま

した。 

当海区からは、濱本会長、吉村委員、仁保委員、久原委員が出席を

されております。 

議題及び結果ということで、第１号議案につきましては、令和７年

度入漁調整ということで、これについては山口県からですね、島根県

の方への入漁ということで、下に書いてあります通り、まき網漁業に

ついては９統以内、すくい網につきましては５隻以内ということで、

これ例年通りの形になりますけど、そういった形で承認されておりま

す。 

それと、その他報告事項ということで、ひき縄釣り漁業につきまし

て、令和６年度のひき縄釣り漁業の操業状況につきまして報告をさせ

ていただいております。 

説明は以上になります。 

 

ただ今説明がありましたが、どなたかご質問はありませんか。 

 

-------------------------質問なし。------------------------ 

 

続いて、報告事項エ「第４５回日本海･九州西広域漁業調整委員会の

結果について」 

 水産振興課より報告をお願いします。 

 

水産振興課生産振興班の國森です。座って説明させていただきます。 

報告事項のエとしまして、第４５回日本海・九州西広域漁業調整委

員会の結果について報告をいたします。 

令和７年の２月２５日に東京都で開催されまして、本県からは中島

委員が出席をされております。 

議事につきましては記載の通りでございますけれども、まず１番、

太平洋くろまぐろの遊魚に関する委員会指示についてということで、

大幅な変更がありましたので、説明をさせていただきます。 

下の四角に囲った項目について変更がございました。 

まず、採捕の報告について、年間の採捕数量は４０トンから６０ト

ンに増えました。 

採捕上限の設定ということで、令和６年は複数月で設定されていた

ものが、令和７年からは毎月均等ということですね、６０トンを１２

ヶ月で割って月５トンということになっております。 

それから、保有制限ということで、１人１日１尾しか獲れなかった

ものが１人１月に１尾ということに変更されております。 

それから、採捕報告の期限は、３日以内とされていたものが 1 日、
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翌日までということになっております。 

そして、委員会指示の有効期間ということで、これは１年だったも

のが２年に延長されております。 

これは、漁業者等の要望等もあり、違反者への裏付け命令の効力も

これに伴って２年間ということになります。 

それから、報告の項目や提出書類の追加ということで、尾さ長や陸

揚げ場所、計量方法、遊漁船登録番号、船舶番号または船舶検査済証

の番号、尾さ長が確認できる写真、本人確認写真、免許証等いうこと

で、今までは尾数とキロ数、釣った場所のみの報告で良かったものが、

このような項目について追加をされて、正確性が担保されるようにさ

れております。 

それからもう 1 つは、令和８年なので来来漁期からになりますけれ

ども、４月から届出制を導入することが決定されました。 

これによって、くろまぐろ釣りする方は事前に登録をする、届け出

をするということが必要になってまいります。 

届け出の具体的な期間や項目についてはこれから決定するというこ

とになっております。 

（２）以降ですけれども、とらふぐ、がざみに関しての委員会指示

の更新、これは従前通り更新ということになりました。 

それから、（４）のまあじ、まさば、まいわし等について、これも今

まで通りの取り組みをするということになりました。 

以下、（５）、（６）について、この記載のような議事が行われました

けれども、この内容については割愛させていただきます。 

説明は以上です。 

 

ただ今説明がありましたが、どなたかご質問はありませんか。 

 

-------------------------質問なし。------------------------ 

 

続いて、報告事項オ「付帯決議に基づく知事管理漁獲可能量の変更

について（さば類）」 

水産振興課より報告をお願いします。 

 

はい、引き続き、國森から報告させていただきます。 

報告事項のオ「付帯決議に基づく知事管理漁獲可能量の変更につい

て」付帯決議ということで、管理年度の途中に漁獲可能量が追加され

る場合においては、手続きを円滑に行うために、海区漁業調整委員会

に対しては事後報告させていただくということにさせていただいてお

りました。 

今回、２月２７日にさばのＴＡＣが２００トン追加されて、県全体
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で３，０００トンのＴＡＣになります。 

中型まき網にはその８割に相当する２，４００トンが配分されてお

りますので、報告をさせていただきます。 

現状のＴＡＣの消化率はおよそ２５パーセントほどとなっておりま

して、例年に比べ少し低調ということになっておりますけれども、こ

れから４月、５月以降の漁獲を期待しております。 

以上です。 

 

ただ今説明がありましたが、どなたかご質問はありませんか。 

 

-------------------------質問なし。------------------------ 

 

以上をもちまして、本日の議題はすべて終了しましたが、他に何か

ありますか。 

 

------------------------特になし。-------------------------- 

 

それでは、以上で本日の委員会を終了いたします。 

慎重なご審議、ありがとうございました。なお、本日の委員会をも

って第２２期の委員会を終了しましたので、私の方からあいさつをさ

せていただきたいと思います。 

委員の皆様には、令和３年４月から４年間、様々な議題について活

発に議論していただきました。 

改正漁業法による新たな資源管理や漁業調整等難しい問題もありま

したが、皆様のおかげで、委員会としての役割を果たすことができた

のではないかと考えています。 

また、私事となりますが、平成２８年から当海区の会長を務めさせ

ていただき、皆様のご協力の基に、何とかここまでやってこれたと考

えております。 

委員の皆様の中には、私も含め、今期限りの方もおられると思いま

すが、引き続き、本県水産業の発展にご尽力いただければと思います。 

また、来期も残られる委員の皆様には、引き続き、本県水産業の舵

取り役として、大いに力を発揮していただければと思います。 

最後に、本県漁業者の大漁と航海安全、そして皆様のご健勝を祈念

しまして、私の締めの挨拶とさせていただきます。 

４年間、大変お疲れ様でした。 

 

（１４:０８ 終了） 
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 上記のとおり令和６年度第４回山口県日本海海区漁業調整委員会の議事の経過及びその

結果を明確にするために、この議事録を作成し議長及び出席委員２名が署名押印した。 

 

  令和７年  月  日 

 

                   議    長 

 

 

議事録署名人 

 

 

議事録署名人 


